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高原道路建設予定地域の自然環境報告書． 愛知

県道路公社． p. 215- 223.

鈴木友之（1980) 蝶類，愛知県豊根村の動物． 豊

根村教育委員会， p.. 160-165.

高橋 昭 他（1991)愛知県のチョウ類，愛知県
の昆虫 （下）． p. 21-95. 

杉浦寛（1993) 茶臼山山頂でツマグロヒョウモ

ンを採集． 三河の昆虫(40). p. 369-370.

豊田市幸海町で採集した蝶

採集地は，豊田市 の幸海町と穂積町の接してい

る あたりで，市が宅地開発を予定 している地域で

ある という話を聞いたので（市には未確認），こ

こに採集を記録しておく。

採集年月日は， 1980年 7 月 4 日 から1007年 5 月

12日 までで，回数にして11回であり，これ以後は

採集に行っていないが今年採集地の様子を見に行

ったところ，道路が以前の倍以上に拡張されてい

た。

1 回目はオオムラサキを， 2 回目以降はウラナ

ミジャノメやクロミドリシジミを目的に採集 行を

したため，記録できたのが19種類のみとかなり偏

加 藤 真 也

2 8 8 1 9('82_6-13). 2 9 9 ('83-

6-12)

7. クロミドリシジミ(Favo四us yuasai)

1 8 2 9 9('82-6-13). 8 8 幼虫('84

-5-15). 4 幼虫 ('87-5_12)

8 8 頭の幼虫 は， 1 本の大木より得る ことが

できた。2回目の幼虫採集 は．脚立がなく．大

木には登れなかった。

8. オオミドリシジミ(Favon四s orientatis)

1 9 ('83 -6_ 1 2)

9. テングチョウ ( Lihyt加a cettis cettoides)

1 9 ('82-6-13). 1 8('83-6-12)

った記録になってしまったことをお許し願いたい。 10． イチモンジチョウ (L imenitis camiUa

なお，学名は北隆館の猪又敏男著原色蝶類検索 Ja:ponica)

図濫による。 1 o C' 83-6-12)

1. スジグロチョウ(Artogeia metete)

1 o ('82-6-13)

2. ムラサキシジミ(Naratんura J aponi ca

Japonica)

1 o 1 � ('82-6-13)

3. ウラゴマダラシジミ�Artopoetes pryeri)

1 � ('82-6-13)

4. ミズイロオナガシジミ(.Antigius attitia

attitia)

1 � ('82-6-13), 1 o ('83-6-12)

5. アカシジミ(Japoni ca tut ea tut ea)

1 o ('82-6-13)

6. ウラナミアカシジミ(Japonica saepestn 一

ata) 

11. オオミスジ(N甲tis al皿四）

2 o o ('82-6-13) 

梅畑周辺に 4~5 頭飛んでいた。

12. ルリタテハ(Kaniska c血血e no-1aponic

um)

2 9 9 ('80 -7 -4)

13. オオムラサキ(Sasakia c加ro面a cんaroru如）

1 o 1 � ('80-7-4)

14. ヒメウラナミジャノメ(Ypt/ii ma argus ar

gus)

2 8 8 (•84-9-2)

15. ウラナミジャノメ (Yptんima motsc加lskyi

niphonica)

1 o 3 � � ('80-7-4). 3 o o ('82-6
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-13), 2 8 8 2 9 9 ('82-6-17), 1 8 

('82-7-3), 2 o o 1 � ('82-8-30) , 

2 o o ('82-9-2), 1 o ('83-6-23), 

3 o o ('84-9-2) 

道路脇のヒメジョオンの花によく見られた。

は幼虫も得ている。
18. クロヒカゲモドキ (Let he marg研a/,is)

1 � ('84 -6-18) 飼育羽化

名古屋市の友人が幼虫を得て． 名古屋市にて
飼育したもの。 幼虫は複数得ている。

16. ジャノメチョウ (Minois dry四 hip.tnctata) 19. ヒメキマダラセセリ (Ochlodes ochrace邸）

1 8 1 9('80-7-4 ) 1 8 ('82-6-13)

17. オオヒカゲ(Ni呵uta schre加kii)

1 8 2 9 9('82-6-17), 3 8 8 2 9 9 ('83 

-6-12) 

林の縁の休耕田に見られたn 名古屋市の友人

三河に産する興味ある昆虫(1993)

1993年度愛知県内において． 筆者が採集した昆
虫類の中には， 記録を残しておいたほうがよいと
思われる興味ある種が何種か見られる。 それ らを
以下に報告する。 これらの種はあまり記録がされ

ていなかったり， 筆者が初めて採集をした種であ
る。

1. ムネアカチピナカボソタマムシ
N必anda rutiticoUis rutiticoUis

(Obenberger, 1914) 

新城市吉川 11-Vll, 1993 lex. 

雑木のビーティングより本種を得た。 過去に豊

橋市での記録があるが． これまで内陸での記録は

見当たらないようである。 典型的な暖地性の種で

美しい小型種である。 沖縄方面には． 本種の近似

種が生息している。

2. ツヤナガタマムシ
Agritu.s cupes Lewi s 1892

北設楽郡設楽町神田 12-VI, 1993 lex. 

雑木のビーイングより本種を得た。 過去に西尾

市での記録があるが． 他には見当た らない報告例

の少ない種である。 花に集まるようであるので．

これから更に報告がされそうである。

浅 岡 孝 知

3. クリタマムシ
To=scelus 血riceps(E. Saunders 1873)

新城市黒田 11-VII, 1993 lex. 

雑木のビーティングより本種を得た。 過去の記

録は豊橋市． 豊田市等県内で時折採集されている。

体長は5mmで． 暖地性の種である。
本地は標高僅か75m であり． 近くには水田やク

リの果樹園が見られるところである。（図A)

4. メンガタスズメ
Acんerontia styx cratんis Ro thschi d et
J ordan, 1903

豊川市財賀町財賀寺 14 — 糧 1993 2ex.

ナイタ ー トラップで本種を得た。 県下でもあま

り例がないようであり． 豊根村他2 • 3箇所での

記録があるようである。 本種の生態はとても興味

深く． 飛来するというよりも這ってくるように感

じられた。 lex は筆者の体を登ってきた。 他方は

地表を這ってきた。 それ程個体数が多いとは考え
にくく． 次週も同地でナイタ ー トラップを試みて
みたが飛来しなかった。

財賀寺一帯は． シイ類の古木の残る照葉樹林が
広がっている。 このことが希少種を育んでいる要

因のように思われるが． 周辺は昔の面影はなく，

伐採 され幼木におき代わ っている。（図D)
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5 ヒメクロゴキプリ

Cんoriso匹ura ni伊a Sh i raki,

新城市黒田 11-VI, 1993 lex. 

1 m位の樹上をビ ー ティングして本種を得た。

過去には記録が見当たらないようである。暖地性

の種であり，体長 は10mmであった。 前胸背のまわ

りは透明である。 同地の周辺は二次林であり ， 特

にクリ林となっている。

翌月にも同地で採集を試みてみたが確認できな
かった。（図 B)

19OO 

6
 

ッシマムツボシタマムシ
Cんrysohotんris sa皿rai Obenberger, 1935

作手村黒瀬 9-VI, 1993 lex.

枯れ木の ビー ティングより本種を得た。 過去に

は． 記録が見当たらないようである。上翅の端凹

紋がi肖失する型である。体長は約10.5111111である。

本地は標高約540 mの高原状となっていて． 年

降水量がやや多いところである。 こ のような本地

で 得られたこ とは興味深い。（図 C)

ージュウシホシッツハムシ
Cryptocep加lus t泣iecaspilo tus Baly,l匂3

新城市吉川 11-VI, 1993 2exs. 

林道のハギより本種を得た。暖地性の種である

と思われるが． 作手村のほか2 • 3 例があるよう

である。 新城市では他でも確認をしており． 比較

的個体数が見 られる。

吉川は標高 200 m足らずのところであり， 比較

的二次林が植林の 中に残されている。
―
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図A クリタマムシ，
c ッシマムツボシタマムシ，

9-

B
 

ヒメクロゴキプリ，
Dメンガタ

スズメ

参考文献

穂積俊文ほか (1990) 愛知県の昆虫CJ:).

田中 蕃ほか (1991) 愛知県の昆虫 m.

河地方の コ メ ツ キム シ雑 記(5)
1)

大 平 仁 夫

1OO3年は天候不順で， 三河地方のコメッキムシ

類では新しい知見などはあまりなかったようであ

る。 しかし， 同好者の支援のおかげで， 分布につ

いてはかなりよくわ かってき たように思われる。

ここには， 緒方清人， 山崎隆弘， 浅岡孝知氏ら か

ら の標本を中心に紹介したいと思う 。

1 足助町下平のコメッキムシ

足助町下平は豊田市坂上町に隣接した山村であ

る。
1) De成icoUis nippo加叩 (Ohira, 1CJ13)

ニホンベニコメッキ

足助町 からは大平（1984) が安実京から記録 し
ているのみである。

調査標本： 1 8,' 下平，4. V. 1993, 緒方採集

1) (4), 三河の昆虫， （ 40)-: 363~-364. 
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川端に生えていたクルミの葉上で9月に採集した。

このようにおそい

発生は大変興味が

ある。体長は18111111

内外． 体 は暗褐色

で褐色毛を生ずる。

前胸背板の幅と長

さはほぼ等しく，

背面は膨隆する。
一般外形は クシコ

メッキ(M.tega

t四）に 類似する

が，触角は より短

く，第4節が短小 ヒメクシコメッキ

であることにより識別できる。

調査標本： 19，員野，12. IX. 1993,大平採集。

引用文献

大平仁夫・浅岡孝知 （1976)愛知県のコメッキム

シ（北設山岳地帯を中心にして） ：141~153

（茶臼山高原道路建設予定地域付近の昆虫相）

（ 愛知県 ）
大平仁夫（1978)富山村のコメッキムシ。昆虫と

自然， 13 (13) :24. 

- (1984)原田猪津夫氏採集の コメッキム

シ（＇し佳香蝶． 36 (138) :17~19.

- (1990)愛知県南設楽郡作手村のコメッ

キムシ。 三河の昆虫，（37):277~280.
- (1991)愛知県の カバイロコメッキ。三

河の野生動物． （1) :32~ 34. 

稲武町で採集したトンボ類数種

筆者らは北設楽郡稲武町において トンボ類を採
集しているので，その中から以下の種について記

録として報告する。 また． デー タには杉浦寛氏の

採集品を含む。

l)アオハダトンボ Calopte笠JaponLca

漆瀬付近の名倉川27-VI―1993 ( 4  8 8 6 9 9)。

奥沼付近の黒田川21-VIー1993 ( 3  8 8 2 9 9)。

愛知の昆虫 （1990)によれば，県内では水質の

変化によって，確実な生息地 が少なくなっている

という 。 当地では ，黒田川や名倉川において多数

の個体を見ること ができた。

2 )オオ カワトンボ Mnais nawai 

漆瀬付近の名倉川27-VI-1993 ( 18)。

1 8のみを採集できた。 当地ではニシカワトン

ボが圧倒的に多い が， 本種 も 少数な がら生息して

い るものと考えられる。

今 泉 美 香 ・ 小 鹿 デ

3 ) ムカシトンボ Epioがle仇a superstes 

北貝戸16-V-1993 ( 1  8)。

1 8を採集できたが，数は 少ないようだ。

＾ 



三 河 の 昆 虫 (41) 1994 年 2月(383)

4 )ムカシャンマ T四ypt eryx prye九
北貝戸27-VI-1993 (1 8), 4-VII— 1993 (1 

8）（杉浦氏採集）（ 1 9)。

植林地の中の林道の周辺に見られた。当地には

ミズゴケの多い沢などが随所に見られ， そうした

場所が発生地になっているものと考えられる

5)クロサナ工 Davidius fuiama

北貝戸 4-Vll― 1993 (1 o 1 �)。

植林地の中の細流の周辺に見られた。

6)ルリボシャンマ Aesん四Juncea

北貝戸12-X-1993 C 2 o o 1 !i?）（杉浦氏採集）

北貝戸谷川の 上流部の林道付近で採集された。

周囲はスギ・ヒノキに囲まれた植林地帯の中で

あった。付近には流れの停滞した湿地が あり， こ

こが発生地になっているものと思われる。

なお， 文末ではありますが， 貴重な標本を恵与

された 杉浦寛氏に心より感謝いたします。

文 献
安藤尚 他（1990)愛知県のトンボ目愛知の昆

中（上）， p. 9-78 

石田昇三 他（1988)日本産トンボ幼虫・成虫検

索図説（東海大学出版会）

ヨコヅナサシガメの分布とその生態

ヨコヅナサシガメAgrio叩lwdrus dohrni (Si

gnoret, 1862) は， 本邦産カメムシ目サシガメ科

のなかで最大種である。体長は 30mm前後であり，

昼間は樹皮上で静止していて， 夜間敏速に活動し

獲物を捕らえ体液を吸うことが知られている。

寄主食物は普通サクラとされている。本種の分

布については ， その生態とともに不明な点が多か

った。

愛知県において， 最初に確認されたのは 最近の

ことで1936年のことである。 全国的にも珍しい部

浅 岡 孝 知

類に入り， 昔のどの文献でも京阪神中心の分布に 図1 樹皮上のヨコヅナサシガメ（音羽川）

なって いる。 ま た， 産地としては， インド， 中国

など暖地系の種であることが知られている。 1 調査・方法
このようなことから， 愛知県における本種の分 寄主植物のサクラ， 特にソメイヨシノは多くの

布とその生態について， 既知記録を含めて若干な 場合川沿いに植栽されていることが多い。したが

がら報告をしてみたい。 って， 水系ごとに調査しまとめてみた。
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ることである。

サクラの樹齢は生息と関係があり． 若い木より

老木といわれる古木に多く個体数が見られた。し

かし． 他県特に近畿圏や四国のように分布がよく

知られた地域では， 若木にも見られた。

サクラはほとんどの場合重要な寄主となるが．

状況によっては絶対的なものではないように 思わ

れる。鳳来町の例は． サクラが両脇にあるにもか

かわ らずカエデ類に 生息していた。若木のサクラ

より老木のカエデ類には， 都合よくうろが存在し

ていたわけである3

生息場所は地表より高いところ． 身を隠すのに

よいところに多く見られねそして． 夜間は地表

に降りるようである。このことは． 徳島県で夜地

表を移動中の本種を確認することができた。また．

上翅を割合巧みに操り飛翔することができるので

はないか と思われるが明らかにな っていない。

以上とりとめのないようなことを述べて きたが，

筆者の頭をよぎっていたことがある。それは調査

がまだ十分ではないにしても． 本種は河川との関

わりが強い種であるように思われる。勿論植栽さ

れたサクラに関係があるのだが， 本種の分布の経

緯を考えると， いねば人工的に分布を広げている

種といってもよいのかも知れない。しかし， 疑問

な点も多いので今後も継続して調査して行きたい。

本論を述べるのにあたって ． 大平仁夫会長． 永

井貞氏． 緒方清人氏． 岩月学氏に情報を得ました。

感謝を申し上げます。

参考文献

l) 浅岡孝知 (1993) 鳳来寺山の半翅類 ． 鳳来寺

山の自然誌： 489-490（鳳来寺山自然科学博物

館）

2)田中蕃 (1OO6) 豊田市でヨコヅナサシガメを

採集 ． 佳香蝶 38 N:i. 145:9 （名古屋昆虫同好会）

3)浅岡孝知・家城司（1990) 愛知県の異翅目

愛知県の昆虫はこ） ： 163.

愛知こどもの国で採集した迷蝶 2 種

幡豆郡幡豆町大字東幡豆地内の愛知こどもの国

内で， 迷蝶と思われる 2 種を採集しているので報

告する。 2 種共に筆者採集， 保管している。

1. ウスイロコノマチョウ(Melanitis led.a)

1985 年 9 月 11 日 1 9 

中央管理棟内のガラス扉に静止していたものを

採集した。大きな破損はないが． 細かい切れが多

＜． か なりすれた個体である。

加 藤 真 也

2. メスアカムラサキ(Hypo!,im血:s misiPJ-私9)

1988 年 9 月 22 日 1 9 

動物広場の花壇のマリ ー ゴー ルドに飛来したも

の。採集前は， ほぼ完全な個体であったが， 魚捕

り用の網で採集したので破損してしまった。採集

前は美品であったことから考えれば， 遠く から飛

来したものではなく比較的近い場所で発生した可

能性もあるが， この個体以外には 目撃もしていな

し‘o
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下山村でウスバジロチョウを採集

1992年5月15日， 東加茂郡下山村梨野で， ウ ス

バジロチョウを38 採集した。

愛知県のウスバシロチョウは， 南・北設楽郡と

新城市の他額田郡の一部に記録があるが， 東加茂

郡 での記録はこれが初めてと思われる。

この日， 国道420号線を東から西へ抜けたが，

白 井 和 伸

梨野でーケ所． 7~8頭が畑のへりを飛んでいる 

のを見て38 採集した以外．420号線沿では他に 

見かけなかった。

額田町と下山村のクロヒカゲモドキの採集記録

筆者はクロヒカゲモドキLetんe mari伊奴必isを，

額田郡額田町の北西部と東加茂郡下山村の南西部

において採集しているので報告する。

＜デー タ＞採集日は全て22-VDI----1993.

額田郡額田町一色(28 8)雑木林の中の湿地。

東加茂郡下山村蕪木(18)雑木林の縁。

東加茂郡下山村花沢(18)植林地帯の休耕田。

下山村では．これまでにクロヒカゲモドキの採

集・観察記録がない地域であるが． 本種が近くの

岡崎市の北東部に発生していること（小鹿：1003)

などから考えて， 隣接する額田町とともに連続し

た分布を考えることができそうである。 これまで

局所的な分布をするチョウとされてきた（高橋他

: 1991)が．休耕田の増加などによって， 三河の山

間部では数が増えているのかもしれ ない。

小 鹿 亨

参考分 献

小鹿 亨(1993)岡崎市のクロヒカゲモドキの分

布． 三河の 昆虫．（40): 360-361. 

高橋昭他(1991)愛知県のチョウ類． 愛知県の昆

虫げ）．21-95.

ベイト・トラップに入った 2 種のコメッキムシ

ピンホ ー ル型のベイト・トラップには．ときど

きコメッキムシも誘引される。 チビヒサゴコメッ

キが糖蜜トラップに好んで誘引されることはよく

知られているし． サビキコリなどもよくみかける

大 平 仁 夫

種である。

筆者は原田猪津夫氏と段戸裏谷で酪酸によるト

ラップを仕掛けたが， そこに今まであまり入った

ことのない2種のコメッキが誘引されたので報告
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する。

1. Hem四印址砂s secessus (Candeze, 1873)

クロツヤハダコメッキ

1 0, 22糧 ． 1993.

2. Hemic中磁四jacta四（ Lew is, 1894)

メダカツヤハダコメッキ（図）

1 �, 22.VIII. 1993. 

クロツヤハダコ

メッキは普通種で，

裏谷でもよくみか

ける種であるが，

メダカツヤハダコ

メッキは個体数は

少ないし， 雌はあ

まりとれない種で

ある。 たまたま地

上にいて落込んだ

とも思われるが，

珍らしい例と思わ

れるのでここに記

録することにした。

末尾に． トラップ メダカツヤハダコメッキ

の設置などについて支援を頂いた原田先生に厚く

御礼申し上げる。 なお， これらの標本ま筆者が保

管している。

安城市内でツマグロヒョウモンを目撃

筆者は， 愛知県安城市立桜林小学校の校庭に お

いて， ツマグロヒョウモン A乃yreus hyperbi邸

を目撃しているので報告する。

1 8 愛知県安城市中狭間． IX-16-1993，筆者

目撃。

本個体は， 小学校の校庭を風に乗りながら， わ
りと穏やかに飛翔していた。 破損もなく色鮮やか

杉 浦 寛

な雄の個体であったため， 丁寧に捕獲しようと補

虫網を取りに行ったのだが， 戻って見ると既に姿

は見られなくなっていた。

安城市内において， 採集·目撃記録はない。
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クロコノマチョウを御津町で目撃

今 泉 美 香

クロコノマチョウMe位nitis p加必ma oit皿—

Sts を御津町南部において目撃したので報告する。

愛知県宝飯郡御津町 2 頭 (1-XI-1993)

夕刻に御津南部小学校舎内に飛来して きた個体

を目撃した。 本種は暖地性のチョウで， 年により

分布の拡大や衰退が見られる。 県内では1000年代

から急に分布を拡大している。

参考文献

高橋昭他 (1991) 愛知県の蝶類． 愛知県の昆虫

（下）．

福田晴夫他(1984)原色日本蝶類生態図鑑VI.

（雹 441-12 宝飯郡一

三河昆虫研究会の総会

三河昆虫研究会の総会は， 岡崎市竜美ケ丘会

館の 3 F 会議室で平成 5年 3月 21日に開かれた。

今回は， 山崎隆弘・浅岡孝知両氏が， 三河湾の

島々の調査をまとめて「三河湾島の昆虫」を自

費出版されたので， そのお祝いもかねての総会

であった。

三河昆虫研究会では， 同好者が協力し合って

地域の昆虫相の解明にとり組んでおり， 西尾市

の長谷川重男氏の「ふるさとの蝶」や岡崎市の

杉坂美典氏の「ゴマシジミの謎を探る」などに

引続いての出版物で， 同好者に大きなはげみと

なっ た。 （花凍を持っているのが山崎氏）

平仁夫）




